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午前10時00分開会 

○平賀貴幸委員長 おはようございます。 

ただいまより総務文教委員会を開会いたします。 

 本日の委員会は、スポーツ合宿の予約状況につい

てと、５月16日から17日の大雨・強風に伴う災害発

生状況について、また、行政視察の取りまとめにつ

いての、議件３件についてであります。 

 最初にスポーツ合宿の予約状況について説明を求

めます。 

○岩本博隆スポーツ課長 本年度のスポーツ合宿の

予定につきまして、説明させていただきます。 

 資料１号をごらんください。 

 ラグビー合宿については、現在のところ、７月18

日から８月24日まで、社会人はトップリーグと日本

選手権を制したパナソニックを初め、東芝、サント

リーなど８チーム、大学は網走初合宿となる慶応大

学、山梨学院大学を含め４チーム、さらに、日本協

会のレフリー委員会を加えた、13団体の合宿が予定

されております。 

 また、恒例となりました網走ラグビーフェスティ

バルにつきましては、ことしは７月26日土曜日に開

催し、パナソニック対神戸製鋼など、５試合を予定

しております。 

 陸上につきましては、ことしのニューイヤー駅伝

を制し２連覇をしましたコニカミノルタを初め、ト

ヨタ、ホンダ、東日本実業団男女選抜、こちらは男

女それぞれが来ます。関西実業団男子選抜のほか、

ことしは初めて中部実業団男子選抜合宿が予定され

ております。 

 ７月６日に開催する、ホクレンディスタンスチャ

レンジ網走大会に合わせ、日本陸連の日韓交流事業

による韓国選抜チームと日本選抜チーム約60名、さ

らに、ことしは韓国の実業団チーム20名ほども帯同

し、合宿と大会出場が予定されております。 

 また、トヨタ自動車女子バスケットボール部が、

６月23日から７月３日まで合宿が予定されておりま

す。実業団のバスケットボール合宿は、平成11年の

デンソー以来となります。 

 以上であります。 
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○平賀貴幸委員長 それでは質疑に入ります。 

○飯田敏勝委員 今説明があった以外に、さまざま

な団体に合宿招致をしたと思うのですけれども、サ

ッカーもその一つ入っていると思うのです。 

 その辺の経過はどうなっていますか。 

○岩本博隆スポーツ課長 サッカーにつきまして

は、今年ワールドカップイヤ―ということで、その

期間、合宿が多くあるということで、サッカー元日

本代表監督の加茂周さんが社長やられておりますエ

ージェントの知り合いがおりまして、そこに働きか

けました。 

 何チームか紹介をいただいたのですが、網走で合

宿というところまで至らなかったということであり

ます。 

○飯田敏勝委員 ことしは、ワールドカップの間、

リーグは休みなので、それとラグビーが入る前とい

う、条件が限定されたのですけれども、今後はどの

ような招致を考えていますか。 

○岩本博隆スポーツ課長 来年度以降、いま１シー

ズン制ということでやっているのですけれども、２

シーズン制になるということまでが決まっておりま

す。 

 まだ１シーズン目と２シーズン目の間が、どの期

間が空くかということは、まだ決定をしていない現

状にあります。 

 以前も、空いたところで、Jリーグの数チームに

合宿していただいておりますので、そこは積極的に

誘致活動をしたいというふうに思っております。 

○飯田敏勝委員 それはそれで進めていただきたい

と思います。 

 それと、バスケットリーグのトヨタ自動車実業団

が入るのですが、この期間は、６月23日から７月４

日といいますと、大体10日以上アリーナを使われる

と思うのですけれども、どのような使われ方をする

のでしょうか。 

○岩本博隆スポーツ課長 今回はシーズン前の走り

込みを中心にしたいと、バスケットコートも使うの

ですが、それはシュートタッチを忘れない程度のも

のということで、体育館のアリーナを使う時間とい

うのは極端に短く、陸上競技場、陸上チームが使っ

ているロードコース、気象台のところの階段の坂、

スポトレの芝生、そういうところで走り込みをやり

たいということで、アリーナは先ほど言ったよう

に、シュートタッチの練習程度というふうに聞いて

おります。 

○飯田敏勝委員 それからいきますと、以前体操が

来たときには利用器具をそのままにするので、アリ

ーナ全面使えなくなるということだったのですけれ

ども、今の話からすると、アリーナの使い方は限定

されて、一般利用が制限されないという形になると

思うのですけれど、その辺の使い方はどうなってい

ますか。 

○岩本博隆スポーツ課長 使う時間帯だけゴールを

出して、それ以外は一般開放するという考えで進ん

でおります。 

○飯田敏勝委員 わかりました。 

○平賀貴幸委員長 ほか何かございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

この件についてはよろしいですね。 

───────────────────────

○平賀貴幸委員長 それでは次、５月16日から17日

の大雨強風に伴う災害発生について説明を求めます。 

○本間保司総務課参事 それでは、５月16日から17

日の大雨強風に伴います、災害の発生状況につきま

して御報告申し上げます。 

資料２号をごらんください。 

１ページ、１.気象概要ですが、５月16日に発達

しながら対馬近海へ進んだ低気圧の影響で、網走西

部では16日に波浪警報、強風、大雨などの注意報が

発表されました。 

 網走市では、24時間降水量が５月としては、昭和

46年以降で最多の87.5ミリメートル、最大瞬間風速

も26.8メートルを観測したことなどにより、道路、

河川、圃場、公共施設などに被害が発生しました。 

 ２ページ目をごらんください。 

 ２.被災状況でございます。 

 公共土木施設では、道路は平和停車場線を初め、

６カ所で路体崩壊、法面崩壊などが発生し、河川で

は、第２千草川で河岸穿掘の被害が発生しておりま

す。 

 その他、港湾は第２埠頭にあります市営２号上屋

の壁面が破損。こまば木の広場で倒木などがありま

した。 

 農業関係では、土砂流出と冠水により、圃場約９

ヘクタールに被害が出たほか、農舎、畜舎などの営

農施設にも被害が出ております。 

 このほか、バイラギ林道で倒木がありましたが、

国有林の管理道路であることから、南部森林管理署

へ連絡し、対応していただいております。 

 公共土木施設の被災箇所は、３.表に記載のとお
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りとなっており、３ページには被災箇所図を、４ペ

ージ以降には現場写真を添付しておりますので、後

ほど御参照願います。 

 なお、被災箇所の復旧にかかる費用につきまして

は、現在、建設部が積算精査中であり、早急な普及

にあたるよう進めております。 

 以上でございます。 

○平賀貴幸委員長 それでは質疑に入ります。 

○飯田敏勝委員 詳細は経済建設委員会で話される

と思いますが、農業被害、その他かなりあって、ビ

ートなども植えかえたとかそういうこともあったと

思うのですけれども、それは経済建設委員会のとき

までには詳しくわかるのですか。 

○大島昌之総務課長 経済建設委員会の中でも同様

の災害の発生状況について、御説明をさせていただ

くことになっておりますので、その点も含めて、お

答えできるかどうかというのは、現時点では確認は

しておりません。 

○飯田敏勝委員 ここは所管委員会ではないのです

けれども、総体的な被害状況だとか、そういうのは

ある程度、私は示すべきだと思います。 

 詳細については、所管委員会で、私たちもそれら

を知ることができるのですけれども、被害総額、そ

の他はなかなか出しづらいと思いますが、それらも

含めて要望していきたいと思います。 

○平賀貴幸委員長 ほかよろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 それでは、この件についても了承いたします。 

─────────────────────── 

○平賀貴幸委員長 次に、行政視察の取りまとめに

ついてであります。 

今年度の行政視察の取りまとめ方法につきまして

は、４月11日開催の当委員会において、各委員がレ

ポート作成をし、それを取りまとめることで決定を

いただいたところでありますが、あわせて各委員よ

り、口頭での御報告をいただくということになって

おりました。 

 それで各委員より、順次、報告をしていただきた

いというふうに思いますので、よろしくお願いいた

します。 

○近藤憲治委員 総務文教委員会の行政視察の結果

について、レポートも提出させていただいているの

ですけども、３カ所に山形県天童市、宮城県石巻市

と岩手県宮古市にお邪魔して参りました。 

 山形県天童市のリバテラスちえふるというのは、

事業概要等はレポートにつらつらと書いてあるの

で、読んでいただければと思うのですけれども、天

童駅前の商業ビルの空きスペースを利用して、通学

途上の高校生たちに自主学習の場を提供しようと、

その場で大学生や教員ＯＢなどが学習相談、勉強の

アドバイスにも乗れるという事業でありました。 

 非常に意欲的な取り組みだという印象を受けたの

ですけれども、高校生の導線上に施設を設置しない

と、ニーズがあってもなかなか集客を図れないのだ

と現場を見ながら思いました。 

 網走で応用する際には、２つの高校の高校生がど

のようなルートで通学をして、どこに集まりやすい

かというのを見きわめた上で取り組んでみると、う

まくいく可能性もあるのかなという印象を受けたと

ころであります。 

 宮城県石巻市、岩手県宮古市については、東日本

大震災、そして津波の、復興のプロセスで今どうな

っているのか、そして今後どうなるのかという点を

視察させていただきましたが、いずれの地域も、い

ろいろと悩みを抱えながら、少しずつ前に進んでい

こうという印象を受けました。 

 そのときに非常に重要になるのが、復興の地域住

民のコンセンサスを築くことなどにしても、やはり

常日ごろからのコミュニティーのきずなの強さ、結

びつきの強さがあれば、何か異常時にも、そこから

の復興のプロセスを決める際なども非常にスムーズ

な意思疎通ができるというのは、両地域のいろいろ

な話を聞きながら感じたところであります。 

 また行政機関に関して言えば、想定外、想定以上

の災害が発生した場合に、どう対応するのかという

想像力が非常に問われていて、異常時にどこまで対

応できるのかという部分で、行政機関の力も非常に

問われるのかなという印象を受けたところでありま

して、津波が来る可能性が高い、低いいかんは問わ

ず、やはり平時からコミュニティーのきずなの強さ

を維持する取り組みでありますとか、想定を超える

ような災害が発生した場合に、行政機関はどこまで

対応できるのかという想像力を養うような取り組み

が必要であろうというふうに感じて、帰ってきた次

第であります。 

 以上です。 

○高橋政行委員 私は、天童市のリバテラスちえふ

るの視察につきましては、今言われたとおりでござ

いますけれども、網走市内の駅ということを考えま

すと、２カ所ある駅のうち、それをできそうだとい
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うイメージはないわけですけれども、空き店舗を利

用されたということもありまして、その市内の空き

店舗、これは元大きな商業施設がありましたとこ

ろ、あちらはよく高校生、中学生が集まっていたと

ころだと思っております。また、そういった中で、

空き店舗を利活用ができないものかなと、そんなふ

うに感じたところです。 

 それと、石巻市につきましても、お話を伺ってい

る中で、胸に詰まるものがありまして、聞きたいこ

とが、なかなか聞くこともできないという、そんな

雰囲気も感じました。 

 私も以前、新潟に行ったときのことを、一般質問

の中でさせていただいたことがありますけれども、

あのときと同じような状況だったのだなということ

を改めて知ることができました。 

 そして、宮古市につきましては、特に感じたのは

高台に移転しなければならないという、そういう問

題がありました。なかなか土地の確保ですとか、そ

ういったものが進んでいかないということを伺っ

て、これから大変だということを感じましたし、そ

れからもう少し、国が何とか早い復興の手を差し伸

べられなかったものかと、そんなことも感じてまい

りました。 

以上です。 

○飯田敏勝委員 今回は３市４カ所の視察になりま

した。 

 天童市については、リバテラスちえふるは、天童

市で山形国体があったときのメーン会場になった場

所ですね、開、閉会式と陸上競技場を持っていると

いうことで、集客を当て込んだ施設が市民プラザだ

ったと。 

なかなか通常施設として活用されていないという

ことで、現状打開の一環として、施設をつくったと

いう背景があります。 

 実際、高校生が９割方利用しているのですけど

も、実際に拝見すると物音一つにも気を使うような

雰囲気の中で勉強していました。 

 このような施設を網走に当てはめるということ

は、学校の地理的状況、通学状況等を考えると、な

かなか、どのようにできるかわからないのですけれ

ども、天童市としては、学校教育から離れて社会教

育的居場所という形で提供しているということから

考えると、今後、どのようなことで網走市に参考事

例としてできるか、調査研究していく課題を投げか

けた視察だったのではないかと思います。 

あとは、石巻市と宮古市なのですけれども、東日

本大震災における、まだ住宅や働く場所の生活再建

が進まない、岩手県と宮城県の代表的な地域だと思

います。 

 特に子どもや若者の流出による地域の存続が危惧

されていて、自治体の存続にも危機感を募らせる事

態の中での視察になったかと思います。 

特に、石巻市は宮城県です。全般的に宮城県は、

国土交通省が入って宮城県としてやっているのです

けど、なかなか県として、暮らしですとかそういう

拠点では、自力再建に補助はなかなか出にくい状況

で、石巻市はやっています。 

 特に印象にあったのは、コミュニティーの崩壊と

いうことです。 

 移動支援Ｒｅｒａという、特定非営利活動法人を

訪問したときには、やはりコミュニティーの崩壊、

特に石巻市は、仮設住宅から復興公営住宅というの

を建てているのですけれども、市は一生懸命やって

いるのですが、県営はほとんど手がつかないという

ような状況です。 

 その中で、抽せんによって仮設から復興公営住宅

へ移る時に、コミュニティーがばらばらになってい

くというのを、移動支援Ｒｅｒａのほうでカバーし

ながら一生懸命活動しているということに、非常に

感銘を受けました。 

 石巻市は行政体としてはそこそこ大きいので、震

災前の職員減、それから復興への公務過重、これは

大変なものだと思います。 

 行政体には、体力は残っていないというようなこ

とを私は聞きましたけれども、本当に公務過重、こ

れは宮古市もそうなのですけれども、要するに、職

員を震災で失う、そして、その補充はなかなかでき

ないということと同時に、予算は10倍ぐらい来てい

るのです。 

 それが、公務過重ということは、体力的にも精神

的にも、担当者等がかなりストレスになっていると

いうことで、世の中の関心は、一般的に報道は東京

オリンピックにもういってしまっているので、東北

は忘れられるかもしれないという懸念も、視察の中

で垣間見ました。 

 そういうことからすると、この網走市にどうこれ

らの視察を当てはめていくか、特に、網走が防災計

画づくりを今、担当参事を置いてやっているのです

けれども、やはり自主防災組織一つ作るにしても、

その辺のコミュニティーの形成等をしっかりと考え
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ながら、今後とも議会としてしっかりと関わってい

くべきだと思いました。 

 以上です。 

○七夕和繁委員 まず、天童市の学習支援室なので

すが、自主的な学習を行う施設としては、順調な事

業を実施されているのではないかと感じました。 

また、近隣の大学との連携で、幅広い指導を生か

しているのかなと思ったところでございます。 

 余談ではありますが、通学時間帯にちょうど移動

が重なりまして、その中で学生の学習意欲の高さと

いうのをまじまじと見せつけられ、個々の基本的な

学習意欲と、幼少期の指導方針の必要性を、これか

ら感じるところかなというふうに受けとめました。 

 災害地は、今回２カ所お伺いさせていただいたの

ですが、１日も早い事業を切に願っているところで

あります。 

 また、聞いた話ですが、防波堤がある故に、安心

感を持って逃げ遅れてしまったという話があって、

また、別に防波堤がないところでは、避難意識が高

いということで、誰一人亡くなることもなく避難で

きたということもあったようです。 

 そこを行政としてどういう立場で受けとめて、ソ

フトとハードの使い分けをしながら進めていくのか

ということを、実感的に見せていただいたのかなと

思っております。 

 詳しい中身についてはレポートに書いてありま

す。 

 以上です。 

○井戸達也副委員長 皆さんから、一通りお話が出

たのですけれども、この学習支援室リバテラスちえ

ふるという、自主的に勉強行う空間、網走でいえば

エコーセンターの図書館のような、学校の教室のよ

うな作りをしているのですけれども、自主的に静か

な中で集中して勉強ができると、そして、横と壁の

つい立てがあり、プライバシーが守られた中で、勉

強がゆっくりできるというところに、市民ボランテ

ィアと学生の学習支援の指導員、指導という形で、

国立山形大学の学生が来て、勉強の仕方などを指導

するという連携というものがすばらしいなというこ

とと、意外と利用されているということは、子ども

たちが自主的にそこへ行ってゆっくり勉強したいと

いう意欲の高さ、先ほど七夕委員からもありました

けれども、電車の中で一生懸命勉強をしている姿、

これは電車の中でいろいろトラブルがありまして、

かなり長い時間を過ごす時間がありまして、いろい

ろと見ていると、寝ている子どもたちもおりました

が、試験などがあったのかわかりませんけれども、

一生懸命勉強をしている姿が見られて、なかなかこ

ういうのは当市ではない光景だというふうに思いま

した。 

 先ほど飯田委員からもお話がありましたけれど

も、施設についてはそういった形で、商業施設とし

てあったものが何かいい方法はないかということ

で、この学習支援室を作ったということであります

けれども、効果が出ているのかなということは感じ

ました。 

 被災地についてですけれども、皆さんも御承知の

とおり石巻市は、非常に大きな被害を受けたところ

で、市内の13.2％が浸水するという大きな津波の影

響を受けたところでありますけれども、消防団の方

も多く亡くなられて、非常に残念なことですが27名

の方が亡くなられたと。 

一番の課題としては、地域のコミュニティーの復

活というところが非常に印象強く残っております。 

 その石巻市で、その行政の取り組みでは、手の届

かない活動をされているというＮＰＯ法人の移動支

援Ｒｅｒａというところも見せていただきましたけ

れども、この移動支援を進める中で、この地におい

ての必要性を強く感じたということで、新たな移動

支援として、ボランティアとして活動していると、

行政では届かない民間での視点と、そういったさま

ざまな立場で協力し合った中で、一つの形ができる

のかなというところで非常に感動して、話を聞かせ

ていただきました。 

 宮古市は、当市もボランティアに入っているとい

うこともありまして、その後の経過というものも含

めて見せていただきましたけれども、ここでも多く

の方が亡くなられた中で、消防団も16人亡くなられ

ているという非常に残念なところでありました。 

 七夕委員からもお話がありましたけれども、防潮

堤がない鍬ヶ崎地区というところでは、地域の防災

力は十分であったという部分もありまして、被害は

多かったのですけれども、犠牲者は極めて少なかっ

たというところから考えると、日ごろの住民の意識

という部分が非常に大事かなというふうな感想を持

ちました。 

 こういった中で、非常に課題はたくさんあるよう

ですけれども、計画を綿密に立てながら進めている

というところを見せていただいた中で、少しでも市

民、住民の方々が安心して暮らせる日が早くやって
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いくことを願っているところであります。 

 以上です。 

○平賀貴幸委員長 最後に私からでありますが、天

童市においては学習支援室ちえふるを見せていただ

きました。 

 他の委員からもありましたように、例えば網走で

やるとすればまちプラを活用する、あるいはエコー

センターの空室があればそこを活用する等も考えら

れるのでしょうが、基本的に網走の学生は図書館で

勉強をされているので、そこが手狭でほかに場所が

必要だということになったときに、こういう事例も

一つ考えられるのかというふうに捉えたところであ

ります。 

 震災関係は宮古市並びに石巻市に伺ったわけです

けれども、私が最も印象に残ったのは、東日本大震

災は今も発生中であるというふうにおっしゃってい

たことでありまして、決して震災が終わったわけで

はなくて、今も真っただ中にいるというところを、

やはり我々はもう一度認識しなければならないと改

めて思ったところです。 

 また、平時において想定しておくことの大切さと

いうのも、いろいろお話をされておりまして、避難

先までは当市でももちろん検討しているのですけれ

ども、その後まで検討しなければならなというのは

改めて思いました。 

 というのは、仮設住宅の設置の場所についても、

被害の地域が少なかった岩手県宮古市等は、ある程

度コミュニティーがまとまった形でできているので

すけれども、石巻市は被災の範囲が広かったことも

あって、コミュニティーがばらばらで仮設住宅に入

らざるを得ない地域が多数あることから、コミュニ

ティーが既に崩壊をしていて、さらに、新たな復興

住宅に行くときに抽せんなので、またさらにコミュ

ニティーが壊れるということで、どのコミュニティ

ーもぐちゃぐちゃになってしまうというような状況

が発生している。 

 これは平時から想定しておかないと、なかなか対

応できない課題なのだと、改めてまざまざと見せつ

けられた思いがいたします。 

 また、行政組織も、想定をしておかないと結局自

分たちの分掌の中で、それぞれの動きをしていき、

統一感を持って動き出すためには、かなり時間がか

かるということで、事前にどういう動きをするかと

いうことを想定をして、職員の分掌にとらわれず動

くにはどうすればいいかということを、やはり組織

としては考えておかなければならないというのが、

行政という組織なのだと改めて認識させられたとこ

ろであります。 

私からは以上です。 

それでは行政視察の報告については、以上で取り

まとめとさせていただきたいと思います。 

─────────────────────── 

○平賀貴幸委員長 それではその他でありますが、

委員の皆さんから何かございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

理事者の方からは。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

それでは総務文教委員会を終了いたします。 

お疲れさまでした。  

午前10時32分閉会 


